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投資有価証券評価損及び関係会社株式評価損、貸倒引当金繰入額（特別損失）、 

過年度法人税等の計上及び繰延税金資産の取崩しに関するお知らせ 

 

平成２０年度決算において、下記特別損失及び過年度法人税等を計上し、繰延税金資産の一部を取

り崩す見込みですので、お知らせいたします。 

 

記 

１．投資有価証券評価損及び関係会社株式評価損の計上 

当社が保有する投資有価証券及び関係会社株式のうち、時価が簿価に比べて著しく下落し、その回

復が困難であると認められたものについて、平成 21 年３月期決算において減損処理による投資有価証

券評価損及び関係会社株式評価損を計上します。 

 

平成 21 年３月期の投資有価証券評価損及び関係会社株式評価損の総額（概算） 

 連結 個別 

(Ａ)平成 21 年３月期第４四半期会計期間（平成２１年１月１日か

ら平成２１年３月３１日まで）の投資有価証券評価損及び関係

会社株式評価損の総額 

7 億円  17 億円

(イ)平成２１年３月期（平成２０年４月１日から平成２１年

３月３１日まで）の投資有価証券評価損及び関係会社株

式評価損の総額 

69 億円 395 億円

 
(ロ)直前四半期（平成２１年３月期第３四半期）累計期間（平

成２０年４月１日から平成２０年１２月３１日まで）の

投資有価証券評価損及び関係会社株式評価損の総額 

62 億円 378 億円

     ※当社の決算期末は、3月 31 日です。 

※四半期における有価証券の評価方法は洗換え方式を採用しています。 

 

 ○純資産額･経常利益額･当期純利益額に対する割合 

 連結 個別 

（Ｂ）平成 20 年３月期末の純資産の額 3,275 億円 2,073 億円

（Ａ／Ｂ×１００） 0.2％ 0.8％ 

（イ／Ｂ×１００） 2.1％ 19.1％

（Ｃ）平成 20 年３月期末の経常利益額  416 億円 129 億円

（Ａ／Ｃ×１００） 1.7％ 13.2％ 

（イ／Ｃ×１００） 16.6％ 306.2％

（Ｄ）平成 20 年３月期末の当期純利益額 204 億円 22 億円

（Ａ／Ｄ×１００） 3.4％ 77.3％   

（イ／Ｄ×１００） 33.8％ 1,795.45％



 

２．貸倒引当金繰入額（特別損失）の計上 

 個別決算において債権の回収可能性を検討した結果、主に連結子会社に対して、保有資産の評価額

の減少などにより、貸倒引当金繰入額として１２７億円を計上します。 

 主な内訳は、サンシン電機インターナショナル株式会社３８億円、ＴＣＣホールディングスラブア

ン株式会社３４億円、クリア管財株式会社１５億円、道央資源開発株式会社７億円、市原エコセメン

ト株式会社７億円です。 

 なお、連結決算において損失の大半が相殺消去されますので、連結業績への影響は僅少です。 

 

３．過年度法人税等の計上 

 当社は、東京国税局より平成１７年 3月期から平成１９年 3月期までの課税年度について税務調査

を受け、それに基づく法人税等についての更正通知を受領しました。 

 主な指摘事項は、土地等の譲渡益に対する固定資産の圧縮記帳の適用に関するものであります。当

社と致しましては、意見の相違に起因する部分はあるものの、当社として改善すべき点もあり、更正

を受け入れることとし、平成２１年 3月期連結及び個別決算において、１５億円を過年度法人税等と

して計上します。 

 

４．繰延税金資産の取崩し 

 当社は、明確な配当方針に基づき海外子会社からの配当が確実に見込まれるとして、繰越外国税額

控除額を繰延税金資産に計上しておりました。「個別財務諸表における税効果会計に関する実務指針」

（日本公認会計士協会 会計制度委員会報告第１０号）の平成２１年４月１４日付の改正を受け、上

記の適用ができなくなったことから、繰越外国税額控除に係る繰延税金資産２１億円を取り崩します。 

 

５．今後の見通し 

 本日、個別決算の通期業績予想につきまして修正しております。 

 

以 上 


